
2 柿助事業計画書

事

嚇

業

介設サービスの師類

業

占

介護ロボットの製品名

'ツ人時期及び台数

1リi

名 社会む,1祉法人長井払徳会

名
介護老人保健施股りバーヒル長井

{事業所排}}:0備158000羽

購人父はりースの別
※該「する力に0を,氾人

介世老人保健施設

[製品名]

C0麒1001川obiletyp゛SG (ヘッドセットマイク、バウンダリーマイク

X2、ハーフショットガンマイク X2)

[導人1111棚令和 6年リ1 31Π{導人台数]2台

出榮概要(現在の剖題

点・導人介数の愛当竹・

職Uとの導人意鞍の共

イD

購

鮓聴により、条団活動についていけない、人所時の脱吻を聞き取

れているかイマ女がある、人所X同士の会,恬に人れないなど、情報傑

"1やコミュニケーションが1汎害されている利川打がいる。職Uも大

きなルを川すことへの心身脚の負担、威圧的な印象をljえてしまう

こと、ブライバシーの傑護の難しさ等を感じていた。難聴Xは聞き

誤りや聞き返しも多く、同じ内容を説例する旦}介でも健聴行に比べ

て時闇を要すことがある。

今1"1導人予定の介護ロボット機器コミューンは、聴覚機能が低ド

した利川打との汗Jliコミュニケーションを補助し、活川場心に適し

た集弁マイク在逸択することで、品齢冉や介設職a等の負川の嵯減

が1切1寺される。

集団レクレーションや人所行問の会話の袖助だけでなく、感染対

策によるアクリル板越しや窓越しの1Ⅲ会などにも剣応が口1能で、人

所.行や家欣、職U問等のイ,1頼関係や QOL の向上が期1寺される。

導人後の研修において難1像への只体的対応の1つとして水製品を

紹介し、使川による人所行の Q飢及び介姓城U等への満足座訓介を

逸じて、介設サービスの向 1:、介護職Uの負"{嵯減及び業膓効*化

に努める。

・リース(契約期冏

定n数 120 名

機器を導人することによ

り述成するΠ標(機器叫

人の翌年から3年闇、年

度力"

年 打 ー^

0導人後α1年) 1年Π

機器の使川ガi厶や効宋を職Uが"!解し、使則することができる。

02年Π

難聴打へのコミューンの使刑が定蔚し、人所者にとって安心な生

活環境を懐える。

03年Π

介姓畷nの身体的粘神的な負川幌減、業獅効*化をΠ指す。

年

期1寺される効果等

0導人後(聖年) 1年Π

難嫌があっても人所占闇の会,}円や染団活動等に参加することがで

きる。介;佐職U等が「大きなJI;を1Ⅱすこと」や「繰り返し,テい11句す
こと」が波少し、介股負択の帷減及び利川寺の粘神的負川が帷減す

る。

02年Π

コミューンの使川が定箸することで、人所行がより安心して過ご

せる環境の捉供につながる。

03年1_1

介護城Rの介設負択の,悌減及び業拐効*化が期1占できる。

効果検証のガ松(効果に

関するデータ左客観的な

評価指標にjよづいて,延

全A)

コミューンを使川した利川行へのアンケートを通じて、満足度を

刷氏忍する。

コミューンを使川した介池職U等へのアンケートを通じて、介世

負}H感及び'能1リ」時闇の短縮等を科飢召する。



3 事業・導入スケジュール

期問(予定)

交付小諭前

I j] 31 1_1

制題点の汎い出し

'齢打の難1憾に関する仙修

(3/23、 8/10 突施済)

使川方法説明会(4/5尖施済)

試験導人(4/5'5/29 火施済)

介護職a等への意見1憾取(5/12

尖施済)

令洞16年2 刀 H下

令1Π 6年2 刀 29 Π

内 容

令不11 6年4 j1 1 Π'

令和 7年2j」 29 Π

納品

令和 7年3jj HI'
令和 7年3j] 31 Π

導人担当者の避定

操作マニュアル作成

使川方法の説剛

導人によるケアガ法の見祓し

経費概要

令和 7年4 j1 1 11'

令荊18年2 打 29 "

効果検証の突施 a年Π^

令和1 8年3 j] 1 「1'

令和8年3刀31Π

効果検証の粘果に基づいた業務改

逃の取紕検肘(1年1・D

布Ⅱ'15'

678,398

令和 8年4 j1 1 11'

令和19年2 打 29 Π

効果検,誠のリι施(2年1・D

令本" 9年3 j、1 Π 1'

令和 9年3j」 31 Π

効果検誠の結果に基づいた業務改

汚の取知検肘(2年Π)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入

効果検証の突施(3年Π)

効果検証のま古果に基づいた業拐改

泌の取判検肘(3年Π)

での取組)

効果検証にあたり、実施方法、体制づく 業

用
の



2 補助事業計画書

事

Ⅲ

業

介没サービスの柯!顎

繋

者

介設ロポットの製品名

'1'人時期及び台数

1折

名 礼会智井止法人かたばみ会

名
特別養設老人ホームかたばみ荘
【事業1折番1}:0670800416 】

雌人Xはりースの別
※該汽する力に0を"人

介護老人打'祉施設

[製品名]文、1'折支援機器

台C0剛10onsEtypesE I

C0剛】oon皿obile type HS I

[導人時1棚令和 6年

瑪業概些(現征のⅢ1題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人意綻の北

イi)

購

今川導人 r,定である「コミューン」は、「珊齢により聴覚機能が低

ドした,島齢行のガとの蔀JliコミュニケーションをアシストするJ1三裴

"削コミュニケーション支援システムで、介巡職nと利川行双ガの

負川を幌減することができる機器である。今年7 刀に、機器の代"
店から開充占である先生をご紹介され、「ヒアリングフレイルセミナ

ー」として凹施股職Uが受.准したところ、職nの反糾が大きく、そ

の後、デモ機器を使川し、その効果を火感することができた。
これまで、難1徳の利川古とのコミュニケーションをとる際、介俊

職Uが人」1iや笊談などで文"ぶをしており、何度も繰り返し聞くこと
で時問がかかったり、人」1iにより威圧感をりぇてしまうことがあっ

たが、導人することで、職Uの業莇址や利川占の粘神的負11_1を,際波
することが期1寺できる。また家族の脚会場lmに活川することで、家

放の負川も嵯波でき、快適な血会環境が火現できる。

導人後は、機器の適W使川や娜聴に関して"解する矧修を定期的
に火施し、機器の利川による利川行の心身の変化を観察し、サービ
スの向 ltと介設職nの負担の.修減にも努める。

効果検祉の結果に〕よづいた業務
改舌の取組検討 U年rD

・リース(契約期問

.ι'、
1 1

UI

定n数

31 Π

80 名

{導人台数]

機器を導人することによ

り逑成する 1_1標(機器導

人の、1契年から 3年問、作

座勿ヲ

年

2台

打

0導人後や糊作) 1年Π

機器の取り扱い方沽や、対象利川行の送定後に使川効果について、
令胤aがN飢し、適切に活川ができる。

02年Π

機器を使川することで,コミュニケーションの機会が垪え、剣飢点が
要因とされるヒアリングフレイルを¥期に窕見し、認知症の進行を
判リjする。

03年Π

援助する介池畷Uの負IHを減らし、業務の効*化を関る。

」.、ー 年

期1寺される効果等

0導人後 e削年) 1年Π

機器の適切な使川と対象打の避疋により、介護職nの業務負川と利

川おの粘神的負拘の幌波について、その効果を部価できる。

02年口

認知井と難1庶の利川占に使川し意思映通が円滑になることで、関わ

りが多くなり、認知症逃行の列坊と安心した環境で小活ができる。

03年Π

介護畷Uが剣糾点のある利川者とのコミュニケーションの際に、';い

心しや大」1iによる負捉を少なくし、業疹時問を短締することがで

き、必要なサービスを捉供できる。

効果検'紙のノj法(効架に

関するデータを客観的な

評価指標に j'むづいて',;ι

録)

3 事業・導入スケジュール

機器を使川した場介は、介護"録等に使川状況を"録し、使川した

場介としない場介の介没時闇の比較をhう。また使川時の利川行の

詳細な反1ぶ(うなずきや表恬、返答の11ξ確性など)も,心録し、認知

症による症状の,條減等を検'il〔する。

期問(Υ,熊ι)

令利5年U打6Π

~イ)1115年 H j」 30 Π

令和 5年12j1 Π 1

~令洞15年12 刀 29 Π

令和 6年リ]4日

~令和 6年 lj1 31 11

業務状況分析・問}遉点の洗い鵬
し

馴餌点及び認知症利用者の選定

内

令和6年2打IH

~イ}不116年2 刀 29 Π

導入担当名'・チーム休御H劇前

(導入・活用・効果検,;1[の各担

当者の進定)

容

令和16年3 打 1日

~令和 6年3jj29日

機器を使用する介護職員等への

ヒヤリング

令不116年4 打Π1

~令和 7年2 打 28 Π

機器の導人

機器使用ガ法及びマニュアルの
梨備とW印多計1師の立案

絲佐概要

令ln7年3 刀 1 Π

~令和 7年3j」 31 Π

導入による業務内容の見迫し

※スケジュール作成の留意点について

側i冴

効果検,証の突施 a 年H)



スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

担
使
研
証
ま



2 補助事業計画俳

卓

塀

業

介忽サービスの柿類

朶

畭
イ】

介池ロボットの製品名

'y 人時期及び台数

1リi

名 礼会村村止法人かたばみ会

.
多機能施役かたばみ荘

{1Ⅱ業所排 1}:0690800123

雌人 Xはりースの別
※該',1するノjじ0を'1己人

小別模多機能川!居宅介護

{製品名]対,恬支援機器

Com1100Π皿ob H e type HS

[導人時1棚令和 6年

事業概要(現在の剖翻

点・導人台数の愛当竹・

畷Uとの導人意設の共

イi)

駄

今1川導人 r,定である「コミューン」は、商齢により聴覚機能が

低ドした尚齢打の方との弁jLコミュニケーションをアシストする

井装箸剛コミュニケーション支援システムで、介姓職Uと利川古

双方の負扣を帷減することができる機器である。今年7jjに、機

器の代"!店から開窕打である先牛をご紹介され、「ヒアリングフレ

イルセミナー」として当施設城nが受淋したところ、職Uの反粋

が大きく、その後、デモ機器を使川し、その効果を火感すること

ができた。

これまで、難聴の利川打とのコミュニケーションをとる際、介

維職Uが人ルや笹談などで対応をしており、何度も繰り返し聞く

ことで時問がかかったり、大j:'により威"1感をり・えてしまうこと

があったが、導人することで、畷Uの業務址や利刑打の粘神的負

IHを悩波することが期1寺できる。また当該機器は、利刑者の1'1宅

等に,脚冊1する際に持ち川して使川できることから、訪岡"寺の適W

な仙慨伝達が"1能となる。

町人後は、機器の適切使川や雌聴に関して到!解する研修を定期

的に火施し、機器の利川による利川行の心身の変化を観察し、サ

ービスの向上と介没職Uの負捉の帷波にも努める。

・リース(契約期問

I jl

登録定R

31 Π !導人介数]

29 名以ド

機器を導人することによ

り逹成するΠ標(機器専

人の、11年から 3年問、年

座力J:)

年

1ム

jj ..、"゛

0導人後(聖年) 1年Π

機器の収り扱いガ法や、対象利川古の送定後に使川効宋につい

て、个城aが"!飾し、適切に活川ができる。

02年Π

機器を使刑することで、コミュニケーションの機会が増え、難1点

が喫因とされるヒアリングフレイルを¥期に窕見し、認知症の迅

行を判坊し、成硴な竹報伝達ができる。

03年Π

援助する介護畷nの負担を減らし、樂務の効*化を岡る。

年

期1寺される効果等

0導人後(翌年) 1年Π

機器の適U」な使川と対象占の送定により、介護職nの業務負捉と

利川行の粘杣的負州の,修減について、その効果を諄価できる。

02年U

認知井と難聴の利則"に使川し意恩j知血が円滑になることで、関

わりが多くなり、認知症進行の村坊と安心した環境で乍活ができ

る。

03年Π

介纓職Uが難1憾のある利川゛〒とのコミュニケーションの際に、,1

い心しや大」1iによる負川を少なくし、業務時問を短縮することが

でき、必要な'サービスを捉似できる。

効果検証の方法(効架に

関するデータを客観的な

諄仙指標に基'づいて"

全向

3 事業・導入スケジュール

機器を使川した場介は、介緻,祉鉄等に使川状況を,;ι鉄し、使川し

た場介としない場介の介護時冏の比較を行う。また使翔時の利川

行の'細な反応(うなずきや表恬、返答の111確竹など)も,祉鉄

し、認知井による症状の帷減等を検飢する。

期問(Υ,定)

令チ115年ⅡⅡ 6 Π

~令刃15年1リ130 Π

令ネ11 5年12 j] 1 11

~令11巧年12 j] 29 1_1

令和6年1打4Π

~令和 6年リ」31 Π

業務状況分析・問題点の洗い川

し

難聴及び認知症利用者の遺定

内

<)和 6年2 j・1 1 11

~令チ116年2 打 29 Π

導入担当者・チーム体術IN割飾

(導入・活用・効果検,;11:の各担

当名'の送定)

令和 6年3j11 Π

~イ>不11 6年3 j1 29 1、1

機器を使用する介纏職員等への

ヒヤリング

効果検,紙の結果に基づいた業務
改雷の取組検肘 a 年1・D

令11】 6年4 j」 1日

~令和 7年2/」 28 Π

機器の導入

機器使用方法及びマニュアルの
懐備とωm多計向の住案

絖費概要

令ネ117年3 打 HI

~令和 7年3Jj31日

導入による業拐内容の見直し

イⅧシj

効果検,址の突施 a 年bD

芥

台



※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年月ま



2 補助事業計画書

事

事

業

介護サービスの柯1類

業

占

介姓ロボットの製品名

',人時期及び介数

所

名 判.会む,守止法人かたばみ会

名
1"'施股かたばみの家

【1"業所排り:06708014辨

購人Xはりースの別
※'1立'.1すろ力'に0を,氾人

1寺)'施股人1',;゛〒,1§舌介';佐

[製品タ,]ヌ、1'折支援機器

Coml】oon皿obile type HS 1 台

[導人時1棚令和 6年リ1

Ⅲ業概要(現作の冏遡

点・導人台数の妥当性・

職Uとの導人意裟の共

イi)

・リース(契約期闇!11ι

今回導人 j',定である「コミューン」は、商齢により聴覚機能が低

ドした品齢行のガとの弁ルコミュニケーションをアシストする非装

蔚剛コミュニケーション支援システムで、介護畷Uと利刑占双方の

負担を嵯減することができる機器である。今年7j]に、機器の代N

店から開窕行である先乍をご紹介され、「ヒアリングフレイルセミナ

-1 として当施,没職Uが受淋したところ、職nの反粋が大きく、そ

の後、デモ機器を使川し、その効果を尖感することができた。

これまで、難聴の利川者とのコミュニケーションをとる際、介准

職Uが大」!iや笹談などで対応をしており、何度も繰り返し聞くこと

で時問がかかったり、人jliにより威jl{感を,jえてしまうことがあっ

たが、導人することで、職Uの業務址や利川"の粘柳的負IHを嵯減

することが朔1寺できる。また家欣の而会場lmに活刑することで、家

族の負批も嵯減でき、快適な脚会環境が火現できる。

導人後は、機器の適切使川や難岫、に関して"!解する仙修を定期的

に尖施し、機器の利川による利川者の心牙の変化を観察し、サービ

スの向上と介維城nの負捉の幌減にも努める。

定n数

31 Π

50 名

{導人台数]

機器を導人することによ

り達成する門標(機器導

人の翌年から3年問、年

度力i)

年 打

0芋1人後(溝!臼り 1年11

機器の取り扱いガ法や、対象利用占の選定後に使川効果について、

令職nがN飢し、適切に活刑ができる。

02年Π

機器を使削することで、コミュニケーションの機会が垪え、難聴が

喪Wとされるヒアリングフレイルをり'期に窕見し、認知症の進行を
判坊する。

03年Π

援助する介池職Uの負担を減らし、業務の効*化を図る。

i'、] 年

期1非される効果等

0導人後(翌年) 1年Π

機器の適UJな使川と対象打の遺定により、介股職Uの業疹負拘と利

川行の粘判1的負}Hの,呼減について、その効果を諄価できる。

02年Π

認知症と難聴の利川者に使川し意恕J知血が門滑になることで、関わ

りが多くなり、認知症進行の予防と安心した環境で小活ができる。

03年1_1

介護職Uが難1隱のある利川行とのコミュニケーションの際に、,;い

心しや人jliによる負川を少なくし、業枋時問を短緋することがで

き、必要なサービスを捉供できる。

効果検証のガ払(効果に

関するデータを客観的な

諄仙i指標に栞づいて"

金')

3 事業・導入スケジュール

機器を使削した場介は、介倭"録等に使川状祝を記鉄し、使川した

場介としない場介の介設時冏の比較を行う。また使川時の利川行の

詳細なj父応(うなずきや表恬、返答の11ξ硫性など)も,氾録し、認知

症による症状の帷減等を検.誠する。

期問(f,定)

令111 5年11 J」 6 Π

~令和 5年1リj30 Π

令111 5年12 jj H・1

~令1115年12 打 29 Π

令和6年1打4日

~令洞16年リ」 31 Π

業務状況分析・問題点の洗い川

し

難聴及び認知症利用者の送定

内

令和 6年2 刀 111

~令和 6年2j129 Π

導入担当者・チーム休制懐佛

(導入・活用・効果検,祉の各担

当者の進定)

容

令和 6年3 jj 111

~令和 6年3 打 29 Π

機器を使用する介護職員等への

ヒヤリング

令111 6年4 jj 1 11

~令和 7年2j] 28 Π

機器の導入

機器使用ガ法及びマニュアルの

懐備と句件多計11可の、'ι案

絲伐概愛

令和7年3j]111

~令和17年3 j1 31 Π

漸'入による業枋内容の見直し

※スケジュール作成の留意点について

僻;ji男

効果検誠の突施 U 年卜D

効果検"1[の結果にJ'づいた業務
改轡の取組検肘 U年卜D

台



スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

担
使
研
証
ま



2 補助事業計画書

事

事

業

介設サービスの様類

業

行

介護ロポットの製品名

'ツ人時期及び台数

1リi

タ, イil」1会;1

タ,
1,,}宅介没支援那業所にんじん

購人Xはりースの別
崇該',1するノjに0を祀人

にんじん

1',}宅介,裳支援

[製品名]

C0皿U0肌伽bilc type 1ⅡX I、ワイヤレスマイクスタンド X ]

ショットガンマイクX I

f導人時期]令和 5年Ⅱ門 30Π{導入台数Ⅱ台

剛

打

事業概要(現仟の冏題

点・導人台数の妥・当判.・

職nとの導人意鞍の共

イi)

排聴により、ケアプラン作成時やモニタリングを行う 1:で、内
奔を聞き取れていないまま暖昧な返答や返答が難しい場介、ご家
族が判断を促すことがあり、難1憾により本人による意思決定が1」11

害されているnj能性が商い利川打がいる。

ケアマネージャーも大きなjliを出すことへの心身miの負担、威
111的な印象をりぇてしまうこと、惇厳の低卜やΠ":心へマイナス
師での影糾を感じていた。また現作も感染対策としてマスクを裴
用していることで、さらに難聴の利用X様との意恕j煽虹が難しい
と強く感じる。

"脇冷による難柚は、大きな声でも,1'柴が朋き取れない「感庁性
難聡U の"1能"が'しく、人きなJI,でヌ、ルぶしても聞き誤りや朋き返
しも多く、同じ内容を,能1明する場介でも健聴占に比べて時問を要

すことがある。

今川導人ア定の意思疎通支援介護ロボット「コミューン」は、
聴覚機能が低ドした利川打との汗」1iコミュニケーションを補助
し、活川場Ⅲiに適した染庁マイクを送択することで、サービス利
用占とケアマネージャーとの意思疎通における負担幌減が1棚寺さ
れる。

難柚利川者への具体的な意思疎通支援対策の1つとして本製品を
紹介し、導人後の価修や満足度闘介を通じて、利川者の Q飢の向
上及び介護サービスの向 ltと負"艸習成及び業務効*化に努める。

人・リース(契約期問

【喫業所番リ:0671900140】

定U数 100 名

年

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器轡

人のり・1年から 3年問、作

虔力"

刀 ー、^ 年

0導人後 e哩年) 1年Π

機器の利川ガ法や打効竹を職Uが州解し、使川することができ
る。

02年口

難聴利川打へのコミューンの使川が疋着し、安心して意思疎j但が
"1能となる環嶢を柴える。

03年Π

ケアマネージャーの難聴の利川打との意恕j畑血における身体的糊
神的な負川嵯減及び業務効*化をΠ指す。

期イ寺される効果等

0導人後 C緩年)]年Π

剣f聴があっても利川行との意思疎通がスムーズになることで、利

川打が望まれるケアプランの作成や、モニタリング時における意
思疎通の1相難感が火幅に減少し、ケアマネージャーが「大きな」打

を川すこと」や「繰り返し,;い心すこと、1 が減少し、介,纓負択の

悩減及び利川打の粘神的負択が,條減する。また何度も,fい11'fすこ

とが減少することで業疹効*の改汚にもつながる。

02年11

コミューンの使川が定着することで、ケアプランの作成や、モ
ニタリング時における意思疎通の囚難感が大幅に減少し、利川打

が望まれるケアプランの火現につながる。

03年Π

介俊職兵の恵思映辿時の負担感の嵯減及びコミュニケーション

の質の向 ltと業拐効*化の双ガの改辨が川11寺できる。

効果検'紙の方法(効果に

関するデータを写観的な

評価指標に基づいて"

鉄)

3

コミューンを導人後の排聴のある利川?〒における、介護時冏の短

縮、及び意思疎辿時におけるケアマネージャーへの満足度訓杏ア

ンケートにて火施し効果検,1111を尖施する。

事業・導入スケジュール

期問( f,定)

交付小市1而

1リ] 30 Π

例鼬点の洗い川し

N邪伶打の難】憾に関する研修(8/17

尖施済)

使川ガ法,脱明会(フ/24 火施済)

試験導人(フ/24'フ/31,8/17'22 火

施済)

職R等への意見1徳取(8/器突施

済)

内

令羽15年12 刀 HI~

令1" 5年12 j」 31 11

容

令痢16年4 刀 U I~

令和 7年2 刀 29 U

納品

令和7年3j1111~

令和 7年3 刀 31 Π

操作マニュアル作成

使川ガ法の,兒明

導人によるケアプラン作成ガ法の

兄心し

絲費概要

効果検証の火施 a年「D

伸j冴

効果検証の紺果に荘づいた業務改

辨の取糾検肘 a年ID

305,800



令和7年4打1Π~

令和 8年2 j・] 29 Π

令和 8年3 打 Ha~

令和8年3刀31日

令和18年4 j・j 1 Π~

令和19年2 刀 29 Π

効果検'11.の火施(2年「D

令和19年3 " 1 Π~

令ネ11 9年3 j1 31 Π

効果検証のま古果に栞づいた業務改

汚の収知検肘(2年Π)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

効果検証の火施(3年Π)

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年目ま

効果検証のま弁果に基づいた業楞收

i嘩の取細検,1寸(3年「D



2 補助事業引画粛

*

事

業

介護サービスの秘舶

業

朽

介護ロポットの製品名

通儒環境整備の製品右

1リi

名

導人 11寺朔及び台数

社会拙祉1夫ノ、輝きの会

名

購入又はりースの別

禦該 5する力 tこ,゛を紀人

特別養護老人ホームいきいきの郷

介護老人福祉施設

1製品名]

Comuoon mobilc typc wsGX I、 colnuoon mobilc type nsx l

Comuoon connecttype wsc x l、 comuoon c0口necttypo HSX I

【課人,村朔令和 5年11乃 30Ⅱ「課入台数]4台

購人・リース(契約1朋問

高齢による難馳は大きな郷でも再集が聞き取れない f感仟性難

聴.}の可能性が,噺いことや難聴が認知症のりスクとなることを、ヒ

アリングフレイル」を迂して学ぶ。

難聴の利朋者への対応としては大きな声を出すことでしか対応出

来ていないのが現状となるが、威圧的な印象による利用者の尊厳の

低、Fや闘き誤りや1湖き返しなどコミュニケーションエラーが多く

なることで健聴古と比べて対応に時問邑要する場合があり、職貝の

a荷が発生している。また、現在も感染対策としてマスク村用へ、面

会時はバーティションが防ることで、さらに利用者との意思疎通が

難しいと感じる。

今回導人予定の対話支援システム「コミューン」は感古性難聴に

アブローチ出来る医学的エビデンスを有する機器となり、以卜の場

Imに■いてのコミュニケーションの質の改両と向 1プ〆見込まれる.

・通常対話(双方向の負担軽減)

・レクリエーション(染団活動時の雑音禍)

リハビリ(作業効率・理解座向上)

家族との面会や人居説明(倩掘保嘩)など

当該機器を使用し利用行のQ01"向上や職員への満足度朋査を実

施し介'豊サービスの向上や負損軽減及び業務効率化を図る。難聴を

テーマとした研修を行うことで職員の利川者へ対してのコミュニ

ケー・ションの再認識に努める。利m古・賊員だけでなく家"1にとっ

ても、より安心して過ごせる畷境作りに努める,

定R数

や蓼業所爵号

事業概要(現在の問題点・

導入台数の妥当性・職員と

の導入意綻の北右)

0670100767 】

郁

100 名

"~ 作 打)

機闘を郡入することによ

り述成する月標(機器逃人

の翌午から3午岡、作疫

打D

0導入後(翌イ村 1年目

桜鶉の利用力法や行効性春職負が理創し、使剛するこ巴がてき

る.人きい声やリ元など渦度に接近してのコミュニケーションの顕

度を抑えることで、利川吉や職員ω感染りスクを低減寸る。

02年目

認知症の迅行IJスクとなる瓣聴在早期に発見し、機器を活川する

ことでコミ0ニケーションの桜会を増やし、活動性の低、トを防ぐ。

利用吉'にと?て安心な牛i舌環境を染える。

03年H

職貸の難聰者との意、思疎通による身体的・粘神的負担を幌誠し

雌職*の低下を"指す。

期待される効果等

0導入後(翌作) 1郁口

1戈々な場lmでの難聴の利爪打とのスムーズな点思鈍通が川来る

二とで、業務効蹴ω改篝に繋がる,また、職員の介渡負担や利爪者

の輕服の低ドを防ぐ。マスク・パーティション・ガづス越しでも大

きな血を出さずに対応が可能となり、利用占・畷員・家族の感染対

策になる。

02作目

難聴と認知症の利用者には禎極的に般器を活川し、ニミュニケー

ションを{川り、レクリエーションなど糞付Ⅱ舌動の場へのお加を促し

て活到」性を雑持する。難聴と認、知症の井状は分かりづらいため,機

器を括用し桷易的なスクリーニングをhい、利用吉ごとに適した対

応を行うことで安心な環境になる。

03年H

難軟の列用者との対応を効率的に行えることで、職員の身仏的・精

神的な負担を桜減する。また、介護時問を鷲縮することに繋力抑、

隣職率や休職率の低下が矧待出来る。

効果検証の力法(効果に関

するデータを客観的な評

価擶標に基づいて記録)

3 事業・導人スケジュール

機器ω仙網状況の記録や職員へのγンケートを集創し、効果検証を

火矩寸る。利用古や家披にも機器の有無による、聴こえのヒアリン

グを行い、満足度翻査を行う。

上記データを扶に導人前後の際職率・休職中を比較する"

期問(予定)

交付申請前

問題点σ)洗い出し

使用方法説咽会(8熔爽施暁)

試験導入(8絽~別25尖茄済)

職員等への意見聴取綿尼5実施

済)

内 タ'T 終賢概要 {輪き



H 月300

令利 5 午 12 門 1日~

令利 5年12月31日

納吊.

令和6作4月IH~

令和 7年2 ナ129 U

高齢者の難聴に関する研修

畜声コミュニケーションに関する

実地研修

操作マニュγル作成

使用方法の説明

導入によるケアカ、怯の見i貞し

効果検証の実徳(1午目)

令和7年3門1日~

令和フィ1ξ 3 " 31日

令和7年4打IH~

令和 8午 2月29日

令和8年3月1日~

令和8年3j13111

1,037β90

効果検証の結果に4づいた業務改

善の取組検討(1年目)

令和8年4門IH~

令和9年2月290

効果検証の実苑(2年目)

令和9年3月1Π~

令利 9 午 3 ナ1 31日

効果検証の結巣に基づいた業務改

善の取粒検討(2年目)

※スケジュール作成の詔意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実加方法、体制づくり、業務

の見直し等について、以、ドの点を反映させること

ノ'ー

1 ア業務の状況分析・問題点の洗い批し、イ機郁逢定・導人計佃iの検討、ウ導入担当
1 者・チーム体制整備(導入・恬用・効巣検証の各担当者)、工尖際に機器を使捌す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル携備等)、キ導入によるケア方法の見迫し予定、ク効果検祉の尖

施、ケ効果検証の結果に基づいた業務改誓の取組検討(尖績報告から3年目までの

＼取細)

効架検証の実施(3郁目)

^.、

効巣検矼の結果に某づいた業靭改

善の取組検討(3年凹)

、
}
ノ

ノ



2 補助事業計画書

水

事

業

介設サービスの和顎

業

打

介護ロボットの製品影,

'1 人時期及び台数

j折

宇, 礼会1父療法人みゆき会

名

雌人Xはりースの別
※該"iするノjに0を,祉人

介,准老人保健施役紅X」1の「1!

介護老人保俊施役

{製品老]

C0皿UoonsE lype sG

C0脚oon皿ob i】 e type sG

1〕丹人n寺期]令和5年12 Ⅱ 1日

事業概喫(現仟の制題

点・導人台数の妥当竹・

職Uとの導人愆鞍の共

イi)

・リース(契約期問,リ

Ⅱ

【事継所番号:0備2380呪3】

ノ>1"1導人丁,)'の介准ロボットは、,1円し下と聴き予の双ガに大j=で

会,話をするストレスの,1畷減をはじめ、円滑なコミュニケーションを

1寸能にするための対'而支援システムである。

聴覚機能が低、ドした利川打へレクリエーションやりハビリをする

際に円滑なユミュニケーションが1刈れること力り切1寺でき、同時に双
ガの負川を郎減することができる。

2 介導人にあたっては、フロアにてレクリエーションやりハビリ

N寺に使川するため、その他、利川行と職Uの 1対 1の場向でのイ、;頼

関係を築く際の使川等をΠ的にそれぞれ使川タイブの兇なる機器を
叫人したい。

導人後は、映覚に関しての勉強会を開併し、当該ロポットがりぇる
;杉粋を検';11:し、よりイi効的に使川するべく取り知ノνでいきたい。

介

定n数

機器を導人することによ

り達成するΠ標(機器導

人の翌年から3年闇、年

度力"

{導人台数]

100名

年

0轡人後(翌年) 1年Π

当該機器の使川ガ法、使川環嶢等を把擬し、令職Uが使川するこ
とができるようになる。

02年Π

当舷機器を使川していく中で、よりイj効的な使刑方法や使川環境
を検証し、利川打にとって安心できる生活環境在懐える。

03年Π

介池職Uの身体的・粘判1的負IHを帷減することで、コミュニケーシ
ヨン能ノJの向 bをΠ指す。

2 '、

jl ー、^

期1寺される効果等

年

0轡人後(聖年) 1年Π

感染対策としてパーテーション等障害物越しでの会'1'πや、・定の
距航を保ちつつ会,折をすることができる。

02年Π

会',「iをすることで、コミュニケーションの機会が」"え、利川占に
とっても脳の活竹化等認知症ア防につながる。

0341司_1

介護畷nの大Jliによる会'折や意恕i勅Ⅲにかかる"寺冏短紺を1刈るこ

とで、介護職Uの粘判1的ストレスの緩和など介護負""噛戒につなが

る側U纖1坊止等)。

効果検飢の方怯(効果に

関するデータを客観的な

部仙i指標に基づいて"

全大)

3

機器の使川状況を"録し、使川している時としていない時の介護

時問の比較を行う。

血会時の使川火紬及び使川打の感想を,,ι録する。

使川した際の利削占の反応(表仙や会.祈の内容等)を,祀録する。

介没職nの満足座を訓介・尾鉄する。

事業・導入スケジュール

期問(j弓t)

令和5年9打

~令和5年1

令和6年11Ⅱ1Π

~令和5年11Ⅱ30Π

IH

0Ⅱ31Π

令和6年12Ⅱ1Π

~令和5年12Ⅱ31日

業靭の状況分析(使Ⅲ場lm等)

排聴の利川打等、使川打の選定

内

令和6年1門

~令和6年1

機器州当舌の送定倭Uチ・ム会等立上検肘}

活川方法、効果検,h11各役割決定

容

令和6年2Ⅱ

~令和6年1

1Π

打31Π

機器の使川力'怯等、使川について

の知,殿習得(使川井意兄聴取)

令和7年1Ⅱ

~令和7年1

1Π

2j」31Π

研修,什 111】i及びマニュアル,き備

絲"慨要

令和7年2打

~令和 7年1

1Π

打31Π

効米検'祉の火施{1年ID

1日

2 j」 3 1 Π

効釆検胤の結果に」'づいた業莇收

i咋の取剤1検討住年")

備冴

効果検証の突施(2年川



令和 8年 lj11 Π

~令和 8年1打 3 1 Π

令1"8年2 Ⅱ

~令和8年1

令和 9年 ljl

~令和9年1

1Π

2 j・1 3 1 Π

効果検証の靴果に菓づいた業窃改

i1〒の取線検討(2年Π)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、イ本制づくり、業

務の見直し等について、以下の点を反映させること

1Π

j13 1Π

効果検証の火施W年川

ア業務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機種選定・導入計画の検討、ウ導入担

チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使用

(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研

(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見直し予定、ク効果検証の

ケ効果検証の結果に基づいた業務改善の取組検討(実績報告から3年同ま

効果検証の結果に菓づいた業務改

汚の取細検討(3年Π)



2 補助事業併画欝

堺

、'1i

業

介艦サービスの秘顯

業

打

介護ロポットの製品名

通儒環暁整備の製品右

所

宇,

導人"寺期及び台数

靴会k,1祉汰人輝きの会

名

隅入又はりースの別

※蕨5寸る方仁いを紀入

特別養股老人ホームいきいきの郷

介護老人福祉施設

【製品御

Comuoon mob11e type 訊ISGX I、 comuoon mobilo type HSX I

Com110on connecttype 圦ISC X I、 comuoon connEcttypo HSX ]

Fn人Πlf1朔令和 541,11" 30「_1 f導入台数14台

磁人・リース(契約1明問

高齢による難馳、は大きなj:iでも言集が聞き取れない「感音竹難

聴J の叫能性が商いことや難聴が'忍知症のりスクとなることをヒ

アリングフレイル1 を瓶して学ぶ。

難聴の利用者への対応としては大きな声を出すことてしか対応出

来てぃないのが現状となるが、威任的な印象による利用者の尊厳の

低下べ寸瑚き誤りや鬪き返しなどコミュニケーションエラーが多く

なることで健聴占と比べて対応にW制剖を要する場令があり、職員の

負荷が発門・している。また、現nも感染対策としてマスク糾用や面

会時はパーティションが●ることで、さらに刊用老との愆思疎通が

難しいと感じる。

今回導人丁,定のヌj話支援システム「コミューン_トは感盲性難聴に

,」.^

【箏業所将号:0670100767 】

亊業概喪(現在ω問題点・

遜人台数ω妥、"性・臓負と

の導入意終の典有)

郁

100 名

Ⅱ~

アプΠーチ出来る医学'的丁ビデンスを有する機糊となり、以ドの場

Ⅲiにおいてのコミュニケーションの質の改武と向上が見込まれる

・j趣常対話(双方向の負担嵯減)

・レクリエーシ打ン(染州活動時の雛音禍)

・りハビリ(作業効率・理解度向上)

・家族とω而会や人居説明(恬帳保隠)など

"ー 刀)

野該機器を使用し利用打のQ01.向上や職員への満足度訓賓を実

施し介護サービスの向上や負択慨減及び業務効率化を図る。難聴を

テーマとした研修を行うことで城員の利j11者へ対してのコ ^

ケ・・ションの再認滋に努める。利用占'賊nだけでなく家麒にと

機鴇を遜入することによ

り述成する月標(機器導入

の翌作から3郁間、午座

hi)

似i斉

ても、より安心して過ごせる瞬境作りに努める.

0尊入後(゛辻11り 1年目

機鴇の利用力扶や有効性を職員が理創し、使用するこ上ができ

る.大きい声や"、元など過1臭に按近してのユミュニケーションの頬

度を抑六ることで、利川冉や職員の感染りスクを低減する。

U2年目

認仙症の進行りスクとなる難聴左早楜に発見し、機器在i舌則する

ことでコミコニケーションの機会を増やし.1舌動性の低卜を防ぐ。

利用・門にとって安心な牛1舌照境を雜える、

03年目

職貝の難聴者との意思蝕遡による身体的・朝神的負川を軽減し

瘻職*ω低下を月指す。

朔待される効果等

0導入後(翌什.) 1什口

様々な場lmでの難聴の利爪打とのスムーズな意思鉄通が川*る

しとで、業務効率仍改簿に繋がる.また、嶬負の介獲負把や利用吉

の嗹厳の低ドを防ぐ。マスク・バーティション・ガづス越しでも大

きな肖を出さずに対応が可能となり、刊剣占・職負・京放の感染対

策になる、

り2作凹

縦耽と認知症の判翔?〒には碵椅和りに般器を活川し、コミュニケ、、

ションを図り、レクリエーションなど諏吋li'η動の場への参加を促し

て活動件を絋持寸る。難聴と認知症の排状は分かりづらいため、機

器を活用し倫甥的なスクリーニングをhい、利川者ごとに逸した対

応を行うことで安,bな環境になる。

03斗Π

難聴の利用者との対応を効率的に行えることで、峨貝の身仏的・柄

柳的な負担を軽減する。また、介護時闇を観鰯することに繋がり、

籬職牢や休賊弔の低下が期待出来る。

効果検証の力法(効果に関

するデータを客観的な肝

価指標に基づいて記録)

3 亊業・導人スケジュール

機器の使用状況の記録や職員へのγンケートを集計し、効果検証を

災施する。刊爪者や宗劫'こも機器の倚無による、聴ιえのヒアリン

グを行い、満足度開杏を行う。

上記データをJ'Uこ尊人1殉後の雜職率・休職*を比較する.

期問(予定)

交付申請前

問題」'、W)t先い出し

使用方沃説明会(8綿突施済)

試験尊入(8侶~別25実施済)

職員等への意見聴取帽尼5実応

済)

内 経費概要容



11 1] 300

令手" 5 午 12月1日~

令ネ「15年12 兵 31 H

納品

令利6作4月1Π~

令利7年2月29U

高齢者の難聴に関する研修

畜声コミュニケーションに関する

実地研修

樺作マニュγル作成

使削方迭の説明

導人によるケア方法の見心し

令和7年3月IH~

令和フィ1ξ 3 H 310

令和7年4Π1Π~

令和S午2月29日

効果検証の実施 n年U)

令和8年3月1日~

令和 8年3 打 31 H

1,037,390

効果検証の結果に塾づいた業務改

善の取組検討 a年目)

令和8午d月IH~

令和 9年2月290

効果検証の災施他年目)

令和 9年3j] 1 H~

令利 9 作 3 ナ1 31日

効果検証の結果に某づいた業務改

善の取糊検討(2年目)

※スケジュール作成の留意点について

スケジュールにおける導入・活用・効果検証にあたり、実施方法、体制づくり、業務

の.見直し等について、以、ドの点を反映させること

゛.^

ア堂務の状況分析・問題点の洗い出し、イ機秘遺定・導人'汁1師の検討、ウ導入担当

者・チーム体制整備(導入・活用・効果検証の各担当者)、工実際に機器を使州す

る者(介護職員等)の意見聴取、オ機器導入時期、力職員の習熟及び教育・研修計

画(マニュアル整備等)、キ導入によるケア方法の見迫し予定、ク効果検誠の尖

施、ケ効果検証の結果に墓づいた業務收轡の取組検討(笑績帽告から3年目までの

＼取組)

効果検趾の尖施(3作目)

ノ

__ノ

効巣検証の砧果に基づいた業弦改

誓の取細検討(3年目) _■
、オ

一鴫、、

＼
ー


